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禁 転 載 複 製 
          登録コンクリート圧送基幹技能者認定委員会 

当 日 配 布 

 

2026(令和８)年度 

登録コンクリート圧送基幹技能者認定試験 

択 一 式 問 題 

 

 

１ 試験時間  計算問題と合わせて 1 時間 30 分 

２ 問題数   択一式問題 25 問 

３ 注意事項 

 

(1) 係員の指示があるまで，この表紙はあけないで下さい。 

(2) 答案用紙に，受験番号，氏名を必ず記入して下さい。 

(3) 試験には，筆記用具と電卓（電子式卓上計算機）の持ち込みが可能です。もしそれらの持ち

込みを忘れ，かつ必要な場合は，黙って手をあげて下さい。 

プログラム機能・文字入力機能のある電卓の使用，携帯電話の使用は認めません。また，テ

キスト（「登録コンクリート圧送基幹技能者講習テキスト 2026」「最新コンクリートポンプ

圧送マニュアル」）等の書籍，ノート等の持ち込みも認めません。 

(4) 係員の指示にしたがって，この試験問題が，表紙を含めて 10 ページであること，問題数が

25 問，答案用紙が 1 ページであることを確かめて下さい。 

それらに不備がある場合は，黙って手をあげて下さい。 

(5) 係員の試験開始の合図で始めて下さい。 

(6) 解答の方法は次のとおりです。 

問題は，4 つの選択肢から正解 1 つだけを選ぶ「択一式問題」となっております。 

  正解と思うもの 1 つだけを選んで，その数字を解答欄に記入して下さい。 

(7) 試験開始後 15 分までの遅刻は，受験することができます。ただし，解答できる時間はこの

試験の終了予定時刻までです。 

(8) 試験中，質問があるときは，黙って手をあげて下さい。ただし，試験問題の内容，漢字の読

み方等に関する質問にはお答えできません。 

(9) 試験中に手洗いに立ちたいときは，黙って手をあげて，係員の指示にしたがって下さい。 

(10) 試験終了予定時刻前に解答ができあがった場合は，黙って手をあげて，係員の指示にしたが

って下さい。試験開始から 30 分経過後から退室が可能です。ただし，試験終了予定時刻の

15 分前から終了時刻までは，退室できません。 

(11) 試験終了の合図があったら，筆記用具を置き，係員の指示にしたがって下さい。 

(12) 試験終了後，問題用紙は各自持ち帰り下さい。   
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問題１ 建設業法に基づく圧送工事業の実務に関する次の記述のうち，適当なものはどれ

か。 

 

（１）建設業法は元請業者のみを対象とした法律であり，専門工事業者に直接関係はない。 

（２）コンクリート圧送工事は，請負金額にかかわらず，建設業許可を受けていなくても元

請からの指示があれば実施できる。 

（３）圧送工事業が請け負う工事は，請負金額や契約形態にかかわらず，建設業法に基づく

契約書の作成が必要となる。 

（４）民間工事の場合は，請負金額にかかわらず，発注者との合意があれば建設業法に定め

る技術者配置の規定を適用しなくてもよい。 

 

 

 

問題２ コンクリートポンプ車の関係法令に関する次の記述のうち，不適当なものはどれ

か。 

 

（１）車両総重量（GVW）20 トン超のコンクリートポンプ車は，指定道路以外を走行する

場合，「特殊車両通行許可」が必要となる。 

（２）コンクリートポンプ車は，国土交通省が定める低騒音型建設機械の対象となっている

が，型式認定を受けた機種はないため，原則，使用の対象ではない。 

（３）ナンバープレートを取得したコンクリートポンプ車は，国土交通省が定める排出ガス

対策型建設機械としての使用が義務付けられている。 

（４）総理府令で定める台数（5 台）以上のコンクリートポンプ車を保有する場合は，保有

する事業所ごとに安全運転管理者を選任しなければならない。 

 

 

 

問題３ 製品やサービスの価値を大きくする VE（Value Engineering）手法を示した下図

のうち，VE 手法として適当なものはいくつあるか。 

 

 

 

 

（１）1 つ 

（２）2 つ 

（３）3 つ 

（４）4 つ 
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問題４ コンクリート圧送工事の料金項目の説明に関する次の記述のうち，不適当なものは

どれか。 

 

（１）基本料金とは，コンクリートポンプ車が 1 回稼働するごとにかかる減価償却費や労 

務費に相当する料金である。 

（２）圧送料とは，コンクリートを 1m3圧送するごとにかかる労務費，燃料油脂費および

消耗品費に相当する料金である。 

（３）法定福利費とは，法で定められた圧送技能者の有給休暇分の賃金に相当する料金であ

る。 

（４）安全衛生経費とは，労働災害を防ぐための各種の安全管理にかかる費用に相当する料

金である。 

 

 

 

問題５ コンクリートに使用するセメントの種類に関する次の記述のうち，適当なものはど

れか。 

 

（１）セメントの種類には，ポルトランドセメントと混合セメントがあり，日本で生産され

ているセメントの約 7 割が普通ポルトランドセメントである。 

（２）フライアッシュセメントは，混合材であるフライアッシュの分量によって A，B，C

種と区分されており，フライアッシュの質量分率が 15％のものは C 種である。 

（３）高炉セメントは，混合材である高炉スラグの分量によって A，B，C 種と区分されて

おり，高炉スラグ微粉末の質量分率が 45％のものは A 種である。 

（４）混合セメントの中で最も多く使用されているセメントは，フライアッシュセメントで

ある。 

 

 

 

問題６ 暑中における，フレッシュコンクリートに生じた現象と施工時の作業性や構造物の

品質に及ぼす影響について，比較的発生頻度の高い事象の組合せとして不適当なもの

はどれか。 

 

 フレッシュコンクリートに生じた現象 
施工時の作業性や構造物の品質 

に及ぼす影響 

（１） スランプが著しく低下した 圧送時の閉塞 

（２） ブリーディング量が著しく減少した 沈下ひび割れ 

（３） 材料分離が著しく生じた 豆板 

（４） 凝結時間が著しく早まった コールドジョイント 
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問題７ 一般的な鉄筋コンクリート構造物に使用されるコンクリートの強度・耐久性に関す

る次の記述のうち，不適当なものはどれか。 

 

（１）コンクリートの圧縮強度は，水セメント比が小さくなるほど大きくなる。 

（２）コンクリートの引張強度は，圧縮強度の約 1/10 である。 

（３）コンクリートは，大気中の二酸化炭素と反応してもアルカリ性は損なわれない。 

（４）コンクリート中の空気量が 3.0%を下回ると，凍結融解抵抗性が著しく低下する。 

 

 

 

問題８ JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）における荷卸し地点でのスランプの

許容差の組合せのうち，不適切なものはどれか。 

 

 スランプ（cm） 許容差（cm） 

（１） 2.5 ±1 

（２） 5 および 6.5 ±1.5 

（３） 8 以上 18 以下 ±2.5 

（４） 21 ±1 

 

 

 

問題９ JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）で選択できるスランプフローで管理

される以下の（ア）～（エ）のコンクリートのうち，荷卸し地点でのスランプフロー

の許容差が±7.5cm ではないものはいくつあるか。 

 

（ア）45cm （イ）50cm （ウ）55cm （エ）60cm 

 

（１）0 

（２）1 つ 

（３）2 つ 

（４）3 つ   
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問題 10 運搬中のフレッシュコンクリートのスランプの変化に関する次の一般的な記述の

うち，適当なものはいくつあるか。 

 

（ア）運搬時間が長いほど，スランプの変化は大きい。 

（イ）外気温が高いほど，スランプの変化は大きい。 

（ウ）圧送距離が長いほど，スランプの変化は大きい。 

（エ）輸送管の径が大きいほど，スランプの変化は大きい。 

 

（１）1 つ 

（２）2 つ 

（３）3 つ 

（４）4 つ 

 

 

 

問題 11 コンクリートの配合と圧送性に関する次の一般的な記述のうち，適当なものはど

れか。 

 

（１）水セメント比（W/C ）が小さいほど，流動性が高くなり圧送性は向上する。 

（２）単位セメント量（C ）が小さいほど，材料分離抵抗性が高くなり圧送性は向上する。 

（３）スランプが小さいほど，配管内の潤滑性が高くなり圧送性は向上する。 

（４）細骨材率（s/a）が 40%以下になると，圧送性は低下する。 

 

 

 

問題 12 高強度コンクリートの圧送計画における留意事項として，不適当なものはどれ

か。 

 

（１）輸送管の径を通常より大きくする。 

（２）高圧仕様で圧送が可能な機種を選定する。 

（３）吐出量の低下を考慮する。 

（４）曲率半径の小さなベント管を用いる。   
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問題 13 P－Q 線図を用いたコンクリートポンプの機種選定に関する次の記述のうち，適当

なものはどれか。 

 

（１）必要吐出量のみを満足すれば，圧送可能と判断する。 

（２）必要吐出圧力のみを満足すれば，圧送可能と判断する。 

（３）必要吐出量と必要吐出圧力の両方を満足すれば，圧送可能と判断する。 

（４）スクイズ式ポンプは，P－Q 線図によらずスランプの大きさで圧送可能を判断する。 

 

 

 

問題 14 コンクリートポンプ車の運行前点検の項目と内容に関する次の組み合わせのう

ち，不適当なものはどれか。 

 

 部位 内容 

（１） タイヤ ホイールナットの緩み・損傷 

（２） ブレーキ 液量 

（３） 
ウインド・ウオッシャ 

およびワイパー 
払拭状態 

（４） エア・タンク ポンプの損傷 
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問題 15 ブーム付きコンクリートポンプ車のモーメントに関する次の記述のうち，適当な

ものはどれか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

M ＝ 9.8×W ×L  

ここに，M ：荷重によるモーメント（kN･m） 

9.8：重力加速度（kN/t） 

W：質量（t） 

L ：支点または重心から力の作用点までの長さ（m） 

 

（１）転倒するモーメントは，382.2（kN･m）である。 

（２）転倒するモーメントは，2165.8（kN･m）である。 

（３）転倒を支えるモーメントは，1783.6（kN･m）である。 

（４）転倒を支えるモーメントは，411.6（kN･m）である。 

 

 

 

問題 16 コンクリートポンプ車の設置に関する次の記述のうち，不適当なものはどれか 

 

（１）設置場所が道路上だったので，歩行者がポンプ車の外側を迂回できるよう安全通路を

設置した。 

（２）設置場所の地盤が軟弱であったため，十分な反力がとれるように鉄板で養生した上で

アウトリガに受盤木を設置した。 

（３）設置場所が傾斜していたが，傾斜角度が 5°であったので，そのまま設置した。 

（４）設置場所付近の配電線が低圧線か高圧線が不明であったので，安全離隔距離 2.0ｍと

して設置した。   
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問題 17 先送り材に関する次の記述のうち，不適当なものはどれか。 

 

（１）先送り材は，輸送管内面の潤滑性を保持する役目と，輸送管内に残った異物を排出す

る役目がある。 

（２）ポンプ根元部に取り付けた T 字管から入れる先送り材は，少量のため型枠内に打ち

込んでもよい。 

（３）先送り材にモルタルを用いる場合の必要量は，輸送管長さ 100m 当たり約 100ℓであ

る。 

（４）先送り材は，高強度コンクリートを圧送する場合，同じ配合で粗骨材を除いたモルタ

ルを使用するとよい。 

 

 

 

問題 18 先端ホースおよびドッキングホースに関する次の記述のうち，適当なものはどれ

か。 

 

（１）圧送負荷は，ホースの曲がり具合により大きく異なる。 

（２）先端ホースは，出来るだけ曲がり半径が小さくなるように使用する必要がある。 

（３）ドッキングホースを利用すれば，ブーム先端からの上向き延長配管作業が可能であ

る。 

（４）吐出圧力が低くなるとホースが膨らみやすくなり，閉塞やホースの破損につながる。 

 

 

 

問題 19 コンクリートポンプ車の設置に関する次の記述のうち，適当なものはどれか。 

 

（１）傾斜地にコンクリートポンプ車を設置する場合，一般に，水平角度は前後左右 7°以

内とする。 

（２）コンクリートポンプ車を設置する場合，転倒事故防止のため，敷鉄板での養生を元請

会社や現場監督に対して要請する。 

（３）道路上にコンクリートポンプ車を設置する場合，現場を管轄する市役所等に道路使用

許可申請書を申請して許可を受ける必要がある。 

（４）ブーム作業を行う場合，コンクリートポンプ車の両側のアウトリガを最大限に張り出

した場合に限り，ロックピンを装着しないで使用できる。   
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問題 20 コンクリートの打込み時に生じる不具合に関する次の記述のうち，不適当なもの

はどれか。 

 

（１）豆板は，自由落下高さが高いほど，筒先から吐出されるコンクリートが分離して発生

しやすくなる。 

（２）コールドジョイントは，温度が低いほど，打重ね時間間隔が短いほど発生しにくい。 

（３）表面気泡は，一般的なコンクリートよりも高強度コンクリートの方が発生しにくい。 

（４）空隙・空洞は，鉄骨梁のフランジ下部や開口部下の腰壁などに発生しやすい。 

 

 

 

問題 21 コンクリートポンプ車の点検・検査に関する次の記述のうち，不適当なものはど

れか。 

 

（１）ボルトのゆるみ・折損は，テストハンマなどを使用して点検する。 

（２）コンクリートポンプ車の主要点検箇所には，ブーム収納受け台箇所も含まれる。 

（３）ブームやアウトリガの切り欠きのある部分は，応力集中による疲労亀裂が入りやす

く，目視とカラーチェックにより点検する。 

（４）コンクリートポンプの点検では，作動前の暖機運転を行う必要はない。 

 

 

 

問題 22 油圧ホース，作動油の点検整備に関する次の記述のうち，不適当なものはどれ

か。 

 

（１）油圧ホースの取付け状態，ねじれ，および緩みの有無を点検する。 

（２）油圧ホースに損傷，ひび割れが見られた場合，ホースの交換を実施する。 

（３）作動油タンク内の作動油の量と汚れの有無を点検する。 

（４）作動油の色が乳白色であれば，交換する必要はない。   
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問題 23 旋回ベアリング取付ボルトに関連する次の記述のうち，不適当なものはどれか。 

 

（１）ボルトの締付状況は，トルクレンチを使用して確認する。 

（２）ボルトにゆるみがあった場合は，そのまま規定のトルクで締め直してはいけない。 

（３）ボルトのゆるみ・折損があった場合は，製造メーカーごとに定められている基準に沿

って交換する。 

（４）旋回ベアリング取付ボルトに 1 本でも緩みがある場合は，ポンプ製造メーカーによら

ず，そのボルトと両隣 2 本の計 5 本を交換する。 

 

 

 

問題 24 OJT（On the Job Training）の教育目標の設定として，不適当なものはどれか。 

 

（１）教育目標は，日常の仕事では教えきれないものまで含めるべきである。 

（２）教育目標は，定量的で具体的にすべきである。 

（３）教育目標は，部下が意欲をもって取り組めるものとすべきである。 

（４）教育目標は，設定期間終了までに評価が可能なものとすべきである。 

 

 

 

問題 25 登録コンクリート圧送基幹技能者としての倫理に関する次の（１）～（４）の記

述のうち，倫理感に抵触しないものはいくつあるか。 

 

（１）コンクリートポンプ車の設置場所が土露出地盤であったため，現場監督に敷鉄板の敷

設を要請した。 

（２）コンクリートポンプ車のアウトリガを完全張り出しで設置することができなかったた

め，配管作業により圧送を行うことを現場監督に提案した。 

（３）コンクリートの圧送作業に当たり，ブーム先端に鉛直方向の延長配管を施す必要が生

じたため，ブームを使わず配管作業による圧送に変更することを現場監督に要望した。 

（４）現場の圧送工事の状況を，自社の PR の目的で撮影し，現場の許可なく SNS に投稿

した。 

 

（１）4 つ 

（２）3 つ 

（３）2 つ 

（４）1 つ 

 


